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態をとっている｡
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具体的には表 1に示す通りである｡
本学の場合,SPFゾーンは,特にバリア形式は
とっていない｡表に示すように大部分はクリー ン
ラックで飼育しているが,昭和57年以来,今日ま
でSPFゾーン内での事故はみられない.
研 究
研究面では,その一段階として基礎データの集
積のために職員がそれぞれの分野で記録し,まと
めることに努めている｡ また,実験動物と飼料,
実験動物と照度について,それぞれ分担して実験
を行なっている｡ さらに,実験動物の皮膚 ･毛の
構造および血管構築(研究生),実験動物の唾液腺,
腎臓(島根難病研と共同研究),心房筋内分泌純抱
(久大と共同研究)などについても形態学的分野
で発展できればと願っている｡ その他,月に1回
のゼ ミを順番制で行っている｡
以上,当動物実験施設について紹介してきたが,
本学の動物実験施設は,共同利用施設という立場
から,種々の実験動物が用いられ,また,様々な
動物実験が行なわれることから,これといった特
徴がない｡今回は,まさに本学の動物実験施設の
簡単な紹介でお許し願いたいと思いますO
